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分析を踏まえ、
埋もれていた資源を活用

屋上：ウミネコ触れ合い体験 

屋上：スターパー
ティー 

HPのトップ写真を「強みの露天風呂」
に変更。予約率が向上 

競争優位性分析に基づく訴求内容の改善

大震災の傷跡も癒えつつあるとは言え、宿泊客数は震災以前には戻っていない。

観光客を呼び戻すため、自社や地域の観光資源の探索と磨き込みを続けていた。

（改善前）

大震災の記憶をとぎれさせないように、「震災を風化させないための語り部バス」を運行するなど、様々な施策を打ってきた。

更なる打ち手を探求していた。

左：これまでの HP では、トップ写真に「ホテル外観」を

用いていた。これでは競合と類似してしまい、自社の魅力

が伝わりにくかった。

右：太平洋を展望できる素晴らしい屋上があったが、

その存在は宿泊客にも知られていなかった。

○広報面では、水平線に溶け込む露天風呂（インフィニティ温泉）やウミネコといった自社の経営資源を前面に押し出

　したプロモーションを展開。HP等の写真素材を大幅に変更した。

○口コミ分析から定量的に改善箇所および優先順位を特定し、時間や人手の合理的な配分を意識しつつ改善を進行。

　また、おもてなしのシナリオに基づく、顧客視点のサービス改善を徹底した。

○ページビュー数（１１月度　昨年比）

・自社ＨＰ　＋４.０２％

・A宿・ホテル予約サイト　＋３１.８％

・B宿・ホテル予約サイト　－１４.８％

○宿・ホテル予約サイト総合満足度（１１月度　昨年比）

・B宿・ホテル予約サイト　＋０.１４%

予約、営業

（改善後）

１)　ＶＲＩＯ分析から自社の競争優位性を整理したところ、あらためてロケーションの素晴らしさを発見。

　　（水平線に溶け込むような露天風呂、ウミネコを間近に見られる屋上など）

　　 それらの経営資源を磨き込み、ウミネコのふれあい体験やスターパーティー（星空観察会）などのイベントを創出。

２)　創出した強みを前面に押し出すことで顧客への訴求力を改善。ＨＰのトップ写真はサイズや内容を大幅に変更し、　

　　 ページビュー数の伸長に繋げた。

３)　さらに口コミ分析やおもてなしのシナリオを元に複眼的な視点で改善箇所を検証。

　　細かなサービスの改善を積み重ねていった。

 マーケティング

平成３０年度版

244 室

宮城県本吉郡南三陸町黒崎 99-17 https://www.mkanyo.jp/

東北

ホテル観洋


